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〔特 別 掲 載〕

（東女医大誌第30巻第11号頁2607－2610 ff，G 和 35 年 11 月）

（臨 床 実 験）

頸 管 妊 娠 の 一 例

東京女子医科大学産婦入科教室（主任 川上博教授）
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          緒   言

 頸管妊娠は極めて稀な疾患で，中でも頸管部に着床し

発育した，いわゆる，狭義の頸管妊娠は非常に少く，本

邦において現在まで報告されたものは二十数例に過ぎな

いQ

 この様に稀なものである故，臨床上，診断を誤まり易

く，しかも出血が多いため，処置を誤れば予後不良であ

るという点から注目に値いする疾患である。

 当教室においては，さきに大内助教授及び高野，横田

による狭義の頸管妊娠の一例及び強口，吉岡による子宮

狭部妊娠の一例の報がなされているが，最近我々も術前

に診断のついた狭義の頸管妊娠を経験したので此処に報

告する。

 症例；』患者， （松○清○）22才，経妊未産婦，初診

日，昭和34年12月4日，家族歴，特記すべき事項なし，

既特歴，生来健康，年経初潮14才，以来順調29日型，持

続4日間，中等量，月経時障碍なし，昭和33年（21才）

に健康男子と結婚す，既往妊娠，2回，うち昭和34年3

月，妊娠3ザ月で人工流産1回，昭和34年5月，妊娠2

ケ月で自然流産1回。

 現病歴，最絡月経，三和34年10月2日より4日間平常

の如く順調な月経であり，10月の絡りから軽度の妊娠悪

阻症状があった。

 11月2日より，少量の不正子宮出血を認あ，某医にて

試験掻爬術をうけ，3日間で止血したが，11月28日よ

り，再び少量の性器出血を認め，下腹部の緊張感があっ

た。

 12月4日の午前11時頃より出血量増加し，三論にて診

察の結果，膣内に多量の血塊と，その中に絨毛，及び胎

児を認め，掻爬術をうけたところ子宮腔には胎児及胎盤

組織を認あず，子宮頸部附近を掻爬すると多量の出血を

認めたため頸管妊娠の疑で，強圧膣タンポン，子宮収縮

剤の注射をうけ直ちに巳時された。

 初診時所見： 体格，栄養共に中等度，顔面蒼白，眼

瞼結膜に貧血なく，豚膵ほぼ正調，比較的緊張よく，胸

部所見に異常なく，腹部は膨隆なく，下腹部に軽度の圧

痛を認あた。

 4肢その他に早帰なし，血圧96～30mmHg，血液検査

では，赤Jf且i＊tw 359× 104， Hb 75％ザP一一・り一，白血球数

11000，出甑時間1分30秒。

 内診所見：強圧膣タンdft’ンを除去すると，膣腔内は

∫1醜及び血液にてみたされ，子宮中部は非常に柔軟で，

リビド色著名，外子宮口は1指開冒し，これより血塊，

及び脱落膜組織が認められた。

 子宮体は前傾前屈正雄大で，硬く，その下部の頸部は

膨大し，非常に柔軟で縦径は長く感じられた。

 両側附属器，及び，その他に異常認められず。

 手術所見及び経回： 輸液（5％T．Z．，約300cc）及び

輸血（保存血200cc十新鮮1i1400cc）施行しつつ，エーテ

ル麻酔下にて開腹，腹腔には出血，癒着，及び腹水を認

めず，子宮体は前傾前屈，正常大，硬く，子宮頸部は鶏

卵大で，柔軟，右側前壁はリビド色を呈し，両側附属器

異常なく，よって型の如く単純子宮全別除術を施行した。

 術後経過は順調で，17日臼に全治退院。

 易咄標本所見こ

 1） 肉眼的所見： 子宮体は5×3．3cm，頸部は4×

3． 5cmで共に鶏卵大，子宮体と子宮頸部の比は1：1で

所謂砂時計状を呈している。

Chiyoju KOBAYASHI， Miyako HATANO， Hireko TESHGAHARA， Yasuke NARUSE， Masayo

INOUE ： （Department of Obstetrics and Gynecology， Tokyo Women’s Medical Callege） One case of

cervical pregnancy．

一2607一



316

 右頸部前壁には，2x2cmの凝血塊が附着し，その

中央は凹面を呈し，あたかも胎児及び附属部を包含して

いたかの如き観を呈している。 （第1図，捌出標本内部，

第2図）
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 藩医の持参した胎児は身長約2cm，体重1grである。

 謄帯に連続した未完成胎盤組織を見る。 （第1図，第

2図）

 2）病理組織学的所見： 頚管内壁には，出血壊死と

軽度の脱落膜樺変化を認めるが，絨毛組織はみとめられ

ず。 （第3図，第4図）

 標本の関係で不幸に子宮内膜がどの程度，脱落膜様変

第 3 図

第 4 図
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化を起しているかは認められなかった。 （第5図）

         第 5 図

持参された絨毛は定型的の絨毛組織像を呈している。

（第6図）
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            総括並びに考按

    定義： 真の意味の頚管妊娠とは，受精卵が子宮頚部

   に着床した状態で，子宮休は之に関与せずに止まるもの

   を云い，1927年Schneiderが，組織学的に確認された

   一例を報告して以来，本疾懲の存在は凝なきものとなつ

   た。

    本邦では，九島氏の報告をもつてはじめとしている。

    広義には，頚管前置胎盤，すなわち内子宮口附近に着
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床した受精卵が，2次的に，頚管内に発育したものも含

まれている。

 頻度：㌧「頚管妊娠を；広義に解釈すれば，我国では，

久慈氏，大藤，坂口両氏等の報告以来，可成りの発表が

ある。

 狭義の頚管妊娠は1953年九島氏の報告以来1960年8月

原氏の報告まで29例，本報告例を入れれば，30例にすぎ

ぬ。

 （1953年，九島（1例），加藤他（1例），上妻（1例），

1954年，大内他（1例），石川（1例），秋葉他（1例），

1955年，丸茂他（1例），谷岡（1例），1957年，小坂他

（1例），山県他（1例），1958年，山県他（1例），原題

（1例），三谷他（1例），九島（1例），強口他（1例），小

島他（1例），藤井（1例），三宅他（2例），1959年，中尾

他（工例），岡村他（2例），谷山他（3例），1960年，御園

生他（2例），早藤（1例），谷山他（3例），原土（1例）。

 外国文献でも，真の頚管妊娠は，1945年Studdifordt

によれぽ自験例を含めて16例を報告しているにすぎず，

最近の報告では1958年E．Burzのものがある。

 発生機序： 種々の説があり，Alexander－Schurger

は内子宮口の開大，子宮内膜の和毛運動の充進とか，子

宮のつよい収縮，慢性子宮内膜炎，卵成熟と遊走速度の

テンポの食い違い，成熟卵の蛋白融解能力の低下などを

あげている。

 石川氏は頚管部子宮内膜症が本症発生の素地をなすと

のべている。

 Studdifordtは子宮頚管粘膜は脱落膜変性をしないと

のべ本症の危険性の要因となる如くのべているが，最近

では脱落膜変化をするといわれ，岡村氏（2例），及び御

園生氏もそれを組織学的に認めている。

 要するに従来の諸家の説を綜合すると，1）内子宮口

の開大していること，2）子宮体部の異常，すなわち体

部粘膜の欠損或は欠損と迄は行かなくても，子宮内膜が

機能的消耗状態にある場合例えぽ内膜炎，体部筋腫，過

度の掻爬，胎盤用手剥離後の状態，3）子宮体部内膜，

頭位運動の影印或は子宮のついい収縮のある場合，4）

成熟卵の蛋白融解能力の低下している場合，5）卵の成

熟と遊走速度との「テンポ」の達い，等であり，これら

のうち，子宮内膜或は頚管の器質的及び機能的変化に原

因をおいている説が有力で，最近，人工流産術の増加に

伴って，頚管妊娠の報告もまして来ている，本例も，妊

娠3ケ月にて，人工流産術をうけ，更に2ケ月後，妊娠

2ケ月で自然流産をおこし，掻爬術をうけてから発生し

たものであり，子宮内膜における何等かの機能的，器質

的変化が発生の最も大きな誘因と思はれる。

 症状及び経過： 広義の頚管妊娠では，時に妊娠後半

期に達することもあるが，狭義の頚管妊娠のほとんどは

妊娠3ケ月以内に，多量の性器出血を伴って，流産の傾

向をとるものが多く，木例においては不正子宮出血にて

某医を訪ずれ，試験掻爬術後止血せず，再び他の某医に

より，掻爬術を雪行されている間に大出血を来し，送院

されたものである。

 診断： 診断は一般に極めて困難で，妊娠初期におけ

る不正出血のため，不全流産として処置される事が多

く，そのため異常の大量出血を来し，早期の前置胎盤，

悪性絨毛上皮腫，胞状奇体，子宮外妊娠，頚部腫瘍と誤

診されやすいものであるQ

 内診所見としては，大体異常に柔かい弾力性腫瘤の上

に硬い子宮体をふれ，瓢箪形叉は砂時計状をなすとさ

れ，又Wolterによれば流産の場合には，内診指が楽に

頚管壁と排泄卵との問に挿入出来るが，頚管妊酸では，

内診指を挿入しようとすれば，直ちに頚管壁と胎盤の密

接な結合に遭遇して，挿入は不可能であると云ってお

り，本論においては，不正出血のために試験掻爬を受け

たが止血せず，再掻爬をうけたところ，子宮体部からは

何も得られず，子宮頚部より大出血を来たし，内診所見

で，頚部の延長拡大が認められたため頚管妊娠の疑で送

院され，同様の内診所見より術前に頚管妊娠の診断のつ

け得られた稀な例である。

 治療及び予後．：「Studdifordt及び秋葉氏等によれば

妬く初期に子宮内容除去術，及び掻爬術のみにて完全に

止血しうる事もあると述べられている。

 叉彼は文献よりCurretage， Tamponade等の姑息的

療法のみで治癒ぜしめ得たユ2例を集めているが，これの

大部分は妊娠初期のものである。

 しかしほとんどは，膣式処置では，大量出血により，

出血死に至る事もあるため，単純子宮国訴除術を施行す

るのが，最：も理想的である。

 本邦例では，上妻氏（開腹，内容除去術後縫合），秋葉

氏（頚管掻爬術），強口氏（膣上部切断術），藤井氏（頚上

部切断術），等あるが，他の報告例はすべて単純子宮自

刎除術をしているQ

          結   論

 1）特例は22才の経妊未産婦で，子宮内容除去術にさ

いし，大量の出血を来して衷心され，頚管妊娠と診断が

つき，単純子宮全捌除術を施行し恥骨良好であった例で

ある。

 2）病理組織学的検索に依って狭義の頚管妊娠である

事を確認したものであって，胎芽：は妊娠7～8週と推定

させるものであった。

 3） 本症例は，人工妊娠中絶及び自然流産のため掻爬

術後に発生したものであって，それが原因をなしたもの

ではなかろうかと思はれる。

 欄筆するにあたり，御懇篤なる御指導と御校了閲を賜

った川上教授及び大内助教授に深く謝意を表します。尚，

劉出標本検索にあたり，懇切なる彿教示を載いた，本校
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病理学校室，松本，今井両教授に深謝致します。
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